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令和７年度 第１回となみ散居村学習講座 

「地名伝承学から考える『となみ』の意味」 
                                                               日本地名研究所理事 中葉博文 

令和 7年 6月 7日（土） 午後 1時 30分～ 

於 となみ散居村ミュージアム 

◆ 本日の講座内容  

１． はじめに－地名とは何か 
２． 地名伝承学による「地名」研究と古代「風土」学 
３． 文献上に於ける地名『となみ』の発生時期－『となみ』の起源・表記 
４． 古代越中国の風土と地名『となみ』 
５． 『となみ』の意味 
６． おわりに －地名は空気のような存在、だから興味・関心をもとう 

 

１．はじめに－地名とは何か 

●柳田國男（民俗学者）…「二人以上の人の間に共同に使用せらるる符号」 

（『地名の研究』昭和 11年 古今書院） 

●鏡味完二（地理学者）…「地名は土地を区別するためもうけられた名であるが、多くの地名は単なる土地の 

符号ではない。」（鏡味完二『日本の地名』昭和 39年 角川書店） 

●鏡味明克（国語学者）…「地名は番地のような単なる符号ではない。地名には個性があり、固有名詞として、 

他の地名と区別する固有性を持っており、命名者のその地名に与える表現性を持っ 

ている。」（『地名学入門』昭和 59年 大修館書店） 

 ☛地名は何を語るか。「地名が語るのは、まずその地名が経てきた歴史である。改変が行われずにきた地名
は命名当初の時代を物語っている。」 

 

★  地名とは何か。  

「二人以上の人の間に使用せらるる符号」他ならぬ土地に付けられたものであるから単なる符号ではありえな

い。（柳田国男） 

 「地名は番地のような単なる符号ではない。地名には個性があり、固有名詞として、他の地名と区別する固有

性を持ち、命名者のその地名に与えた表現性をもっている。（中には固有性、表現性の希薄な地名もあるが…。）」

（鏡味明克） 

☛ 言い換えれば、（例えば）地名は何を語るのか。 

  まずは、その地名が経てきた歴史を語る。次に語るものは地理、地形である。また、地名は過去を語る。

それは、我々に失われた自然をも教えてくれる。さらには、地名も言語の一環であり、古地名は古語を物語

る。また、地名はその名づけられている地方の方言をも語るなど、地名はさまざまな内容を語る、文化財

的価値のきわめて高い存在である。 

☛ 歴史的遺産、文化財としての地名の価値を知る出発点は「地名の語源」の正しい認識である。地名の語

源を確かに掴むためには、地名を言語・地理・歴史の上で正確にとらえることが必要。 

 
★★ 地名の性質 

■千葉徳爾（地理学者・民俗学者）…「地名は瞬間的に変化するのではなく、多少の呼称はあっても、かなり
長い期間にわたって継続する性質をもつ。したがって現時点で考察するには、その発生から考える必要がある。
また、その意味・内容から分類して研究しなければならない。この分類に当たっての原則には、●一地点の名
称と●広い範囲を指す地名とは、おのずから意味・性質を異にする。雑多な地名の手当たりしだいな解釈は、
決して正しい理解に到達するものではない。」 

（『新・地名の研究』平成 6年 古今書院） 
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２．地名伝承学による「地名」研究と古代「風土」学 

「地名伝承学」を定義…「地名の発生時期の確認・比較考察・意識・分布・伝承過程の究明、特に文字（文
献資料）との関係を層序的に立証することによって、古代史実の解明を試みようとする学問」―狭義の古代風
土学である。 

（池田末則著『地名伝承学』日本地名学研究所 昭和 61 年 4 月） 

☛ 「地名伝承学」という池田独自の「地名論（地名伝承学）：池田末則著『日本地名伝承論』（昭和 52 年 平凡社））」
で、昭和 56年 1月に國學院大学から文学博士の学位が授与され、「地名伝承学」という『地名論』を確立。 

 

●風土学とは、「環境」と「人間」の不可分（物事を互いに切り離せない）の関係に根差す存在（根本的・普遍的な規定
を考察し、規定する哲学）論。主体と客体の分断を超える「通態（通常の状態）」を提唱する学問。 

 
古代とは、一般的に奈良時代から平安時代のことを指す。具体的に言うと、奈良時代の始まりの 710年から平安時代
の終りである 1185年までのこと。約 500年間のことを一般に「古代」と呼んでいる。あくまでも一般論、大和朝廷時代
（原始古代）も含めて古代と呼ぶ場合もある。 
 
 

３．文献上に於ける地名『となみ』の発生時期ー『となみ』の起源・表記 

■文字（文献資料）による立証 

① 「となみ」の発生時期―（1）初見（文献）と（2）「となみ」の用字（用いた文字（表記）） 

❶『古事記』…古事記（こじき）とは、日本最古の書物であり、712 年に編纂された歴史書です。 この書物

には、天地の始まりや神々の誕生、日本の国づくり、初代天皇から推古天皇までの歴史が記されています。古

事記は日本の神話や文化の根幹を理解するために欠かせない重要な文献です。  

● 孝霊天皇の条「日子刺肩別(ひこさしかたわけ)命は、高志の利波臣…祖なり。」（『日本古典文学大系 古事記』

(昭和 33年 岩波書店)） 文献上の初見・表記は「利波」である。☛高志の利波臣は越中国礪波郡に因んだ氏族

名。 
 

❷『続日本紀』…『続日本紀』（しょくにほんぎ）は、 平安時代 初期に編纂された勅撰史書。 『日本書紀』に続く 六国

史 の第二にあたる。 菅野真道 らによって 延暦 16年（797年）に完成した。 文武天皇 元年（697年）から 桓武天

皇 の延暦 10年（791 年）まで 95年間の歴史を扱い、全 40巻から成る。 奈良時代 の基本史料である。 
● 天平十九年（747）九月二日条「越中国の人で無位の礪波臣志留志は米三千石を盧舎那仏（東大寺大仏）

へ寄進として献上したので、…外従五位下を授けた。」（直木孝次郎『続日本紀 2』東洋文庫（平凡社） 
昭和 63 年） 

● 神護景雲元年(767)三月二十日条「外従五位下の利波臣志留志を越中員外介に任じ」（直木孝次郎『続
日本紀 3』東洋文庫（平凡社） 平成 2 年） 

● 宝亀十年（779）二月二十三日条「従五位上の利波臣志留志を伊賀守に任じ」（直木孝次郎『続日本紀 4』
東洋文庫（平凡社） 平成 4 年） 

★利波臣・礪波臣…日子刺肩別命。越中国礪波郡を本拠地とした氏族。 

『古事記』では日子刺肩別命（孝霊天皇の御子）の後裔氏族として名がみえるが、『日本書紀』には登場しな
い。 

利波は礪波とも書く。☛「礪波」・「利波」と混同される。 

 

★★利波臣・礪波臣…その活動もほとんどは★礪波郡内に留まったと推測されるが、そのなかで唯一叙爵に預かり、

六国史に記録を残したのが★利波臣志留志である。 

【六国史】 古代日本の律令国家が編纂した 6つの一連の正史のことで、日本における国家事業としての史書の

編纂は飛鳥時代から平安時代前期にかけて行われ、6つの史書が残されたため、これを六国史と呼んでいる。 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%8B%E4%BB%A4%E5%88%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A3%E5%8F%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A3%9B%E9%B3%A5%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E5%AE%89%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%B2%E6%9B%B8
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❸「越中国石黒氏系図」では「利波評」と記す。 

❹1961年に平城宮で出土した和銅三年（710）の年紀をもった荷札木簡「越中国利波郡」とある。 

☛評（こおり、ひょう）とは、古代朝鮮および古代日本での行政区域の単位である。日本では 7世紀後半までに全国各

地で設置されたが、701年以降は「郡」に改められた。『日本書紀』は大化の改新（645年）の時に郡が成立したと記す

が、実際に郡が用いられるのは大宝律令（701年）制定以降である。 

★★★礪波郡…大宝律令の施行を境に「利波評」から「利波郡」に変わり、恐らくは「諸郡の郡・郷名に好字を用いよ」

となる和銅六年（713）年頃から「砺（礪）波郡」が用いられたと推定される。 

 

（※これに伴って、郡・郷の名称が改められ、本来の地名の名義や地名表記が失われてしまったことがすくなくなかっ

た。地方では従来の地名あるいは地名表の多くを失うこととなった。） 

和銅六年の制では「二字で地名表記せよと命じていない。」その後、神亀三年(726)頃にも地名改正が行われた。

『出雲風土記』「出雲国意宇郡の拝志郷」は、もと「林」や「出雲国飯石郡多禰郷」ももと「種郷」で表記されていた郷名

を二字で表記するように改めた。平安時代の『延喜式』には「二字を用いよ」とあり、和銅六年の制では、明記されては

いないが、『風土記』の地名改正の実例からもわかるようにすべて二字表記に統一されている。二字による地名表記

は、その頃は自明のこととされていたものと理解できる。 

 

■『正倉院文書』…奈良県の東大寺正倉院に伝来した文書群。天平期を含む 8世紀の約 50年間（727年-776年、神
亀 4年-宝亀 7年）に、東大寺写経所で作成された帳簿類である。☛『正倉院文書』は「礪波郡利波臣」と区別。 

☛8世紀の段階では、「利波」と「砺（礪）波」と混同されるが、次第に「砺（礪）波」の用字が定着するようになる。 

■『万葉集』（旧字体：萬葉集）…奈良時代末期に成立したとみられる日本に現存する最古の和歌集。7世紀前

半から 759年（天平宝字 3年）までの約 130年間の歌が収録されており、成立は 759年から 780年（宝亀 11

年）ごろにかけてとみられ、編纂には大伴家持が何らかの形で関わったとされる。完本では鎌倉時代後期と推

定される西本願寺本万葉集がもっとも古い。 

❺『万葉集』…①砺（礪）波郡、②砺（礪）波山、砺（礪）波の関など、古代礪波郡の範囲の様子を知る砺（礪）波郡、山

名、遺跡が詠まれている。（４．古代越中国の風土と地名『となみ』で詳細に述べる。） 

■『和名類聚抄』…平安時代中期に作られた辞書。承平年間（931年 - 938年）、源順（みなもとのしたごう）

が編纂した。略称は和名抄（わみょうしょう）。『和名類聚抄』とは、平安時代中期―承平年間 (931～938)

に、源順（みなみと の したごう）によって編纂された辞書。辞書の体裁は、漢語の名詞を部類に分けた後、

万葉仮名で「ことば」に対応する和名の読み（和訓）を記すとともに、さまざまな漢籍を引用しながら、その

「ことば」に説明を加える、というもの。 

☛ 礪波や利波の訓は■『和名抄』に「止奈美」 ■『万葉集』巻 17・18に「刀奈美」  

※万葉仮名とは、古代の日本で日本語を表記するために漢字（真名）の音を借用（仮借）して用いられた文字である。

片仮名や平仮名の誕生前の日本において、漢字のみで日本語を記述するために用いられ、『萬葉集』（万葉集）での

名称 時代 年代 完成年 撰者 

日本書紀 神代から持統天皇まで ～６９７年 720年（養老 4） 舎人親王 

■続日本紀 文武天皇から桓武天皇まで ６９７年～７９１年 797年（延暦 16） 菅野真道・藤原継縄等 

日本後紀 桓武天皇から淳和天皇まで ７９２年～８３３年 840年（承和 7） 藤原冬嗣・藤原純嗣等 

続日本後紀 仁明天皇の代 ８３３年～８５０年 869年（貞観 11） 藤原良房・春澄善縄等 

日本文徳天皇実録 文徳天皇の代 ８５０年～８５８年 879年（元慶 3） 冨士和・菅原是善等 

日本三代実録 清和天皇から光孝天皇まで ８５８年～８８７年 901年（延喜元） 藤原時平・菅原道真等 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E4%BB%A3%E6%9C%9D%E9%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/7%E4%B8%96%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/701%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%9B%B8%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%8C%96%E3%81%AE%E6%94%B9%E6%96%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%AE%9D%E5%BE%8B%E4%BB%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%A4%A7%E5%AF%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A3%E5%80%89%E9%99%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E4%BA%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E4%BA%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%9D%E4%BA%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A7%E5%AD%97%E4%BD%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%8C%E6%AD%8C%E9%9B%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/759%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/780%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%9D%E4%BA%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E4%BC%B4%E5%AE%B6%E6%8C%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8E%8C%E5%80%89%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E5%AE%89%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BE%9E%E6%9B%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%89%BF%E5%B9%B3_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/931%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/938%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E9%A0%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%95%A5%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BC%A2%E5%AD%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9C%9F%E5%90%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9F%B3%E8%AA%AD%E3%81%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%AE%E5%80%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%AD%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%89%87%E4%BB%AE%E5%90%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E4%BB%AE%E5%90%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%87%E8%91%89%E9%9B%86
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表記に代表されるため万葉仮名と呼ぶ。万葉仮名は、漢字（真名）を使った仮名の始まりとされ、真仮名（まがな）、真

名仮名（まながな）とも言い、用法上は仮名の一種だが、字形としては漢字である。9世紀に入ると、この万葉仮名をも

とに片仮名や平仮名が考案され使われ始めた。 

 
☛下記の 1字 1音万葉仮名一覧（上代特殊仮名遣（甲類・乙類））を別頁参照。 

■『延喜式』…平安時代中期に編纂された格式の式（律令の施行細則）をまとめた法典。延喜 5年（905年）から藤原

時平らが編纂を始め、時平の死後は藤原忠平が編纂に当り、『弘仁式』『貞観式』とその後の式を取捨編集し、延長 5

年（927年）に完成。その後改訂を重ね、康保 4年（967年）より施行された。 

☛『延喜式』は「礪波」 

 

【古代の礪波地方を知る史跡・木簡・絵図】 

〇史跡 桜町遺跡（小矢部市桜町） 平安時代の集落と古代道路跡 [長岡]墨書土器 

〇飛鳥京跡苑池遺構出土木簡 ・高志国利浪評  

〇平城宮跡出土木簡       ・越中国利波郡川上里鮒雑 

〇平城宮跡出土木簡       ・利波郡大野里 

〇東大寺荘園絵図 天平宝字三年（七五九） 「越中国礪波郡石栗村官施入田地図」（奈良国立博物館）                            

「越中国礪波郡伊加流伎開田地図」（正倉院宝物） 

        神護景雲元年（七六九） 「越中国礪波郡井山村墾田地図」（正倉院宝物） 

                        「越中国礪波郡伊加留岐村墾田地図」（正倉院宝物） 

                        「越中国礪波郡杵名蛭村墾田地図」（正倉院宝物） 

        神護景雲元年（推定）   「越中国礪波郡石栗村官施入田地図」（天理大学附属天理図書館）  

  

  〇『和名類聚抄』郡名「止奈美」 

                            管郷 川上・八田・川合・拜師・長岡・大岡・高楊・陽知・三野・意悲・大野・小野 

  〇『延喜式』神名帳 

                             高瀬神社・長岡神社・林神社・荊波神社・比売神社・雄神神社・浅井神社 

 

※ 鎌倉時代以後の軍記物などでは「礪並」「戸波」「戸並」、他には「都波郡」『井波瑞泉寺勧進帳』。「礪浪」『本朝通 

鑑』。加賀藩五代前田綱紀（つなとし）の頃、「利波郡之字礪波に書替候事」 

 

４．古代越中国の風土と地名『となみ』 

■古代越中国とその「郡（こほり）」 

 ➀古代は「②律令の時代」ともいわれ、大宝年間にさだめられた大宝律令によって、地方制度ができあがった。 

  それは、国・郡・郷（里）で、国は今日のほぼ府県に相当する。 

 

（一）越中国の成立 

 ○ 越（こし）  

 越前・越中・越後三国の総称。現在の福井（東部）・石川・富山・新潟の諸県に当たる。古代北陸一帯をコシと

呼ばれ、「高志」（『古事記』）、「越」（『日本書紀』）、「古志」（『出雲風土記』）、 

 『万葉集』では、「越」（巻十七の四〇一一、四〇一七歌中、巻十九の四二五〇）、「故之」（巻十七の三九六九、

巻十八の四〇七一）、「故志」（巻十九の四一五四）、「故事」（巻十八の四〇八一）、「古之」（巻十八の四一一三）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BC%A2%E5%AD%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9C%9F%E5%90%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%AE%E5%90%8D_(%E6%96%87%E5%AD%97)
https://ja.wikipedia.org/wiki/9%E4%B8%96%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%89%87%E4%BB%AE%E5%90%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E4%BB%AE%E5%90%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E5%AE%89%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%BC%E5%BC%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%8B%E4%BB%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%B6%E5%96%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/905%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E5%8E%9F%E6%99%82%E5%B9%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E5%8E%9F%E6%99%82%E5%B9%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B7%A8%E7%BA%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E5%8E%9F%E5%BF%A0%E5%B9%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BC%98%E4%BB%81%E5%BC%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B2%9E%E8%A6%B3%E5%BC%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B7%A8%E9%9B%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%B6%E9%95%B7_(%E5%85%83%E5%8F%B7)
https://ja.wikipedia.org/wiki/927%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%B7%E4%BF%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/967%E5%B9%B4
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などと表記された。 

 （※ 越国を三分割・・・越前国・越中国・越後国→七世紀の末頃、天武天皇の頃か。） 

 出土木簡例からすると、七世紀後半には「高志国」が置かれ、天武十二年（六八三）～同十四年（六八五）にか

けての国境画定作業より三国に分割されたと推測される。 
 

表一  越中国の変遷 

 

（二）越中国の四郡 

○ 郡（こほり）とは 

 郡は国の下にあり、里（郷）を統べる行政単位で、コホリと読む。これは朝鮮語からきているという説もある。 

 ●  『続日本紀』の大宝二年（七〇二）甲申（一七日）条によれば、「越中国四郡を分かちて、越後国に属せしむ」と
あり、これが越中国の初見。 

★大宝二年の「越中国四郡分割」について－四郡とはどこなのか。 

 ■ 『延喜式』神名式に、北陸道諸国の郡名をその序次に従って列挙してみる。 

    若狭国・・・ 遠敷  大飯  三方 

    越前国・・・ 敦賀  丹生  今立  足羽  大野  坂井 

    加賀国・・・ 江沼  能美  石川  加賀 

    能登国・・・ 羽咋  能登  鳳至  珠洲 

    越中国・・・ 礪波  射水  婦負  新川 

    越後国・・・ 頸城  古志  三嶋  魚沼  蒲原  沼垂  磐船 

    佐渡国・・・ 羽茂  雑太  賀茂  

 

表二  越中国の「郡」の変遷 

大化以前 大化二 天武十二 大宝二 養老二 天平十三 天平十五 天平勝宝四 天平宝字元 弘仁十四 

越洲 六四六 六八五 七○二 七一八 七四一 七四三 七五一 七五七 八二三 

若狭 若狭 若狭 若狭 若狭 若狭 若狭 若狭 若狭 

越洲 越前 越前 越前 越前 越前 越前 越前 越前 

加賀 

越中 越中 能登 越中 越中 越中 能登 能登 

越中 越中 越中 

越後 越後 越後 越後 越後 越後 越後 越後 

佐渡 佐渡 佐渡 佐渡 佐渡 佐渡 佐渡 佐渡 

越中国 古 代 中 世 近 世 幕 末 明治十一年 

以降 

明治二十九年 

～昭和・平成

大合併以前ま

で 

新川 東部 新川 上新川 上新川 上新川 

中新川 

下新川 下新川 下新川 

婦負 中部 婦負 婦負 婦負 婦負 

射水 射水 射水 射水 射水 

氷見 

礪波 西部 礪波 礪波 礪波 東礪波 

西礪波 



- 6 - 

 

（三）大伴家持と当時の砺波郡（砺波地方） 

●大伴家持とは 

大伴家持は、（大納言大伴旅人の長男として誕生については、霊亀二年(七一六)と養老元年(七一七)などの諸

説がある。） 

 

天平十八年(七四六)六月二十一日越中国守に任命され、翌月の二十日頃に越中国府の（現在の高岡市伏木）に

着任した。（『続日本紀』に「従五位下大伴宿禰家持を越中守と為す」と記す。） 

以後、天平勝宝三年(七五一)八月、任務を終えて少納言となって帰京するまでの五年間余りを越中の地で過
ごした。 

→ 家持二十九歳で赴任する。五年間越中守として滞在。 

 養老 二年（七一八） 家持誕生（大納言大伴旅人の晩年の子） 

 天平 三年（七三三） 初詠歌・振りさけて     十六歳 

             肉親の縁は薄いが、幼少で両親と別れているが、家柄と才能に加え、早くから 

和歌・漢詩・法律などにわたる高い教養を身に付けた洗練された青年に育った。 

 天平十年（七三八）～ 

 天平十六年（七四四） 内舎人 

 天平十八年（七四六）～   家持            二十九歳 

 天平勝宝三年（七五一） 越中在任（国守）     三十四歳 

天平宝字（七五一）終焉歌・新しき          四十二歳 

 延暦四年（七八五）    死亡 追放       六十八歳 

 大同元年（八○六）    追放解除        八十九歳 

● 歌人家持として 

  『万葉集』の四，五一六首のうち家持が詠んだ歌は、四七三首 

    越中国守以前（十四年）   一五八首（長歌：五、短歌：一五三） 

           越中国守時代（  五年）   二二三首（ 長歌：三五、短歌：一八五、旋頭歌：一） 

    越中国守以後（ 八年）           九二首（長歌：六、短歌：八六） 

※  越中時代は歌人家持にとって、非常に短い年月であったかもしれないが、また重要な時代でもあった。 

■「越中万葉」とは 

 『万葉集』二十巻、その巻末四巻は家持の天平十八年から歌日記によって編纂されたことは疑いない。巻末四巻
の最初の巻十七は、冒頭に天平二年から十六年までの歌三十二首を補遺として載せ、天平十七年の歌記録はな
いまま、天平十八年正月の宮中での雪の歌五首を家持の記録から追補した後、家持の越中守赴任の時の歌にな
る。家持の叔母大伴坂上郎女の三九二七から、ここから六年後の家持が越中から都へ向かう路上での歌の最後
四二五六までを一区切りとして「越中万葉」といわれている。 

巻十七   三八九〇～三九二一   天平二年～十六年の補遺 

       三九二二～三九二六   天平十八年正月の雪の歌 五首（家持の記録） 

       三九二七～四〇三一   一〇五首 

 巻十八     四〇三二～四一三八   一〇七首   「越中万葉」三三〇首（三三七首） 

 巻十九   四二五七～四二九二     三六首 

巻二十  四二九三～四五一六  二二四首 

※ 「越中万葉」は、この三三〇首の他に、『万葉集』巻十六に、 能登国歌 三首 三八七八～三八八〇 

                                            越中国歌 四首 三八八一～三八八四 

● （地名数）→『万葉集』に出ている富山県関係の地名数は、約百四十（巻十七・十八・十九に収録されている。） 
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■当時の越中国の政治情勢 

    ・ 越中国は、射水・礪波・婦負・新川・能登・羽咋・鳳至・珠洲の八郡。 

    ・ 越中国は東大寺の墾田として、非常に大切なところであった。 

    ・ 聖武天皇は、大仏の鋳造に力を入れていた。 

★砺波郡（となみのこほり）の範囲 

 越中国の郡名。『和名抄』に国府が置かれた郡。 

位置的に、越中国の西部に位置し、東は婦負（めい）郡、南は飛騨（ひだ）国(岐阜県)、吉城(よしき)郡・大野(おおの)
郡、西は越前国加賀郡(石川県)、北は射水（いみず）郡及び能登（のと）国（石川県）羽咋(はくい)郡に接する。 

 現在の砺波市(旧砺波市・庄川町)・南砺市(旧福野町・福光町・井波町・城端町・利賀村・井口村・平村・上平村)・小矢
部市及び高岡市(旧高岡市・福岡町)の一部を含む地域であった。 

（『万葉集』では、巻十七の四〇二一題、巻十八の四一三八題） 

★★郡家（ぐうけ：郡役所）の所在 

郡家は小矢部市道林寺遺跡から「郡」と書かれた平安時代前期の墨書が出土しており、その付近に比定される。 

（四）『万葉集』から見る地名「となみ」と風土 

『万葉集』…砺（礪）波郡、砺（礪）波山、砺（礪）波の関などを詠み、古代礪波郡の風土も知ることができる。 

■砺（礪）波山    万葉地名  …❶山の語意、❷山はどこにある 

…見渡せば 卯の花山の ほととぎす 音のみし泣かゆ 朝霧の 乱るる心 言に出でて 言はばゆゆしみ  

礪波山 手向の神に 幣奉り 我が乞ひ禱まく… （（巻十七の四〇〇八） 

…君と我と 隔てて恋ふる 礪波山 飛び越え行きて 明け立たば 松のさ枝に 夕さらば 月に向かひて あや 

めぐさ 玉貫くまでに 鳴きとよめ 安眠寝しめず 君を悩ませ （（巻十九の四一七七） 

 

★ 礪波山（となみやま）とは、富山県小矢部市と石川県河北郡津幡町とにまたがる俱利伽羅山（標高二七七㍍）の古

称。また、広義には矢立山・源氏ケ峰・国見山などを含む付近一帯の山地。同山は、『平家物語』『源平盛衰記』に倶

利伽羅合戦の舞台になったところとして描かれているところでもある。かつては越前・越中の国境の山でもあり、北陸

道はこの山の中を通っていたとされる。 

 

■砺（礪）波の関  万葉地名  …❶礪波の関の語意、❷礪波の関とは、その存在 

 天平感宝元年五月五日に、東大寺の占墾地使の僧平栄等に饗す。ここに守大伴宿禰家持、酒を僧に送る歌一
首焼き大刀を 礪波の関に 明日よりは 守部遣り添へ 君を留めむ （（巻十八の四〇八五） 

 

★礪波の関（となみのせき）とは、古代の越前と越中の国境、越中国側に置かれた関所。富山県小矢部市の礪波山

麓と推定される。小矢部市蓮沼（西蓮沼）に関跡と伝える碑があるが、北側の小字関野の地名が残る石坂付近が有力

視される。 

 〇礪波の関は越前国深見（現在石川県津幡町）から越中国の坂本（現小矢部市）に通じる礪波山越えの道筋に、主
として軍事上の必要から設けられていた関所らしいが、設置された年も、関所跡と考えられる遺跡の所在地もまだ明ら
かになっていない。 

 

●「となみ」と呼称する類似地名 ☛イ・ロ・ハは、比較的新しい地名 

イ．他に越中国（富山県）における「となみ」地名 

・利波（富山県射水郡本江村字利波、富山県婦負郡八幡村字利波、富山県射水郡下村字利波） 
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ロ．越中国（富山県）以外の「となみ」地名 

・戸波（秋田県雄勝郡駒方村字戸波） 

・利南（群馬県利根郡利南村） 

・利波（新潟県岩船郡利波村）☛越後の利波郷 

・外波（新潟県西頚城郡外波村） 

・富波（岐阜県山県郡富波村） 

・豊南（愛知県渥美郡高豊村） 

・礪波（北海道空知郡栗沢村） 

ハ．地名以外の名称（河川名・半島名） 

・富並川（山形県北村山郡富並川） 

・斗南半島（青森県下北郡斗南半島） 

（日本地名学研究所『日本歴史地名総索引』（昭和 55年 名著出版）） 

■ 全国各地に現存する「トナミ」地名とその由来 

 トナミ地名は、全国的にもいくつか見られる地名である。表記は、現在の砺波市の砺波の他に、①礪波（北海道名寄

市）、②渡波（宮城県石巻市）、③戸波（秋田県増田町・高知県土佐市）、④外波（新潟県青海町）、⑤利波（富山県富

山市・南砺市・射水市）、⑥砥波（鳥取県日南町）などがある。 

 

５．地名『となみ』の意味 

●「トナミ」の謂れ（いわれる）は何か－由来説 

 古代越中の「トナミ」には、次のような由来説が考えられる。 

ト… ①「場所」を示す接尾語：トコロ（所・処）の意。 

    ②接頭語：特に意味がないが①に通ずるか。 

③ト（戸、門）で❶出入口や❷谷間や海の狭くなった意。 

④ミナト（水門）で港の意。 

⑤ソト（外）の上略で❶「外側」❷「遠く離れた所」の意。 

⑥和数詞の❶「十」、さらに抽象的に❷「数多くの～」の意。 

⑦形容詞トシ（利）の語幹で❶「険しい地形」❷「高く尖った所」の意。 

⑧アトの上略形：アトは❶ア（湿地）・ト（所）❷アミ（網）・ト（処）❸川岸の崩れる所❹崖地❺傾斜地などの意。 

⑨トリ（鳥）の下略形：トリは❶動詞トル（取る）の連用形「切り取られたような地形から崩壊・浸食地形」❷ト 

ロの転で「緩傾斜地」❸タヲリの転で「峠」❹鳥類に関係する意。 

 

★上代特殊仮名遣いでは、③・④・⑤・⑦が甲類。⑥・⑨が乙類。①・⑧は甲乙類の両形 

 

ナミ… ①ナミ（波）の意で「波打ったような地形」の意。 

      ②ナメ（滑）の転で❶「平坦地」❷「緩傾斜地」❸「垂直に近く切り立った所」のなどの意。 

③ナミ（並）で「二つのものが並んだ所」の意。 

④❶「海岸」❷「水辺」の意。 

⑤ナメの意で「崩壊・浸食地形」の意。 
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（楠原佑介・溝手理太郎編『地名用語語源辞典』（昭和 58年 東京堂出版）） 

 

●門波（となみ）・「と」は港、瀬戸。瀬戸に立つ波の意。丸山林平『上代語辞典』（昭和 42年明治書院） 

          ・海峡や川口に立つ波の意。中村幸彦他編『角川古語大辞典』(平成 6年角川書店) 

      ・海峡に立つ波の意。中田祝夫他編『古語大辞典』(昭 58小学館)/金田一晴彦編『新明解古語辞典』 

(昭 54三省堂) 

 

●門浪（となみ）・海峡に立つ浪。澤瀉久孝他編『時代別国語大辞典 上代編』（1990年 三省堂） 

          ☛「粟島に漕ぎ渡らむと思へども、明石の門浪いまだ騒けり」（『万葉集』巻 7の 1207） 

 

●鳥網（となみ）・鳥を捕らえるために張る網。 

丸山林平『上代語辞典』（昭 42 年明治書院）/中村幸彦他編『角川古語大辞典』(平 6 年 角川書店)/ 金田一晴彦編
『新明解古語辞典』(昭 54年三省堂)澤瀉久孝他編『時代別国語大辞典 上代編』（平 2年三省堂） 

・(と（鳥）のあみ（網）の約)鳥を捕獲するための網の意。中田祝夫他編『古語大辞典』 

（昭 58年小学館） 

☛「彼面此面(をてもこのも)に等奈美張り、守部をすゑて」（『万葉集』巻 17の 4011） 

●となみ（礪波・砺波）…越中国の郡名。 

古くは「利波」とも表記された。富山県西部の小矢部・砺波両市域と東砺波・西砺波両郡域。ならびに高岡市の一部に
当る。 

■郡名は題詞中に二回記載されているが、いずれも「礪波郡」と表記されている。 

●となみやま（礪波山）…石川県河北郡と富山県西礪波郡との境にある山。 

富山県小矢部市に属する。標高 277m。この山路を「くりから峠」という。「刀奈美夜麻手向の神に幣奉り、吾が乞ひ祈
のく」（『万葉集』巻 17 の 4008）「利波山飛び越え行きて」（『万葉集』巻 19 の 4177）丸山林平『上代語辞典』（昭和 42
年 明治書院） 

■池主の歌では「刀奈美夜麻」、家持の歌では「利波山」と表記されている。 

●となみのせき（礪波の関）…加賀国(石川県)から越中国(富山県)に越える礪波山に設けた関所。関跡は未詳。 

礪波の関は、富山県小矢部市に属する山。「焼刀(やきたち)を刀奈美能勢伎に明日より守部遣り副へ君を留めむ」
（『万葉集』巻 18の 4085）丸山林平『上代語辞典』（昭和 42年 明治書院） 

■礪波の関は一回、「刀奈美能勢伎」と表記されている。 

☛「となみ」という固有名詞の初見は『古事記』の「高志之利波臣」で、古くは「利波」がされていたが、後に「利波」と「砺
（礪）波」が混同され、そして、後に「砺（礪）波」が優位に。さらに後に、地名は「砺（礪）波」、人名は「利波」か！？ 

★★★上代特殊仮名遣いによる「と」 『万葉集』での「利波」の「利」は甲類。 

「刀奈美」の「刀」は甲類。 

「砺（礪）波」の「砺」は甲類。 

『和名抄』での「止奈美」の「止」は乙類。 

★★★上代特殊仮名遣いによる「な」 『万葉集』での「刀奈美」の「奈」は甲乙類（区別なし）。 

『和名抄』での「止奈美」の「奈」は甲乙類（区別なし）。 

★★★上代特殊仮名遣いによる「み」 『万葉集』での「刀奈美」の「美」は甲類。 

『和名抄』での「止奈美」の「美」は甲類。 
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【（従来の説）まとめると…。】 

Ａ説… 鳥網の義に由来する。 

※ トナミの語源について、「森田柿園は『万葉集』にしばしば「鳥網（となみ）張る」という語があるのを 引

き「鳥網の義か」（『越中志徴』）と説いているが、「鳥」のトは上代特殊仮名遣い上、乙類に属し、礪波のト

は甲類に属し、仮名遣いが一致しないので、この説は承認するわけにいかない。」 

（廣瀬誠『越中萬葉と記紀の古伝承』平成8年 桂書房） 

Ｂ説… 港・瀬戸・海峡に立つ波に由来する。 

Ｃ説… 狭い山谷の並んだ土地に由来する。 

Ｄ説… 高くなって所が崩れたことに由来する。 

Ｅ説… トは接頭語、ナミは「平坦で滑らかな地」の称か。 

Ｆ説… トは接頭語、ナミは「並み」で山・川などが並んだ地形をいうか。 

Ｇ説… トナハトラの転で「崖、自然堤防」のことか。 
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６．おわりにー地名は空気のような存在、だから興味・関心をもとう 

 地名は、本来、小字などが拡大したものであるが、古代に地名においては、郡名など広範囲の総称していたものが

多い。 

現在のトナミは古代の地名意識が移動したものである。もともと、現在の小矢部市辺りの土地を呼称していた名称

が、だんだんと新田開発が進み土地が開墾されてきたと同時に地名意識も移動した。 

 古代越中「トナミ」の地名由来は、現時点では意味不明。しいて推論するならば、古代越中の砺波郡においては、

現在の小矢部から高岡市西山丘陵辺りが、当時、人と人との交流が盛んな位置であった。地名とは柳田国男がいう

ように、二人以上の共通の符号である。よって、高岡市西山丘陵から旧福岡町そして小矢部市に続く形状は、今でも

朝靄（遠く）に谷間や山々が幾重にも出入りしている地勢で、その形状があたかも波を打つようにみえる。古代越中当

時も現在のような形状であったのではなかろうか。この形状の意より「トナミ」と命名されたのではないか。」と推測した

い。 

 

 

 

【その他、引用・参考文献】 

・高岡市万葉のふるさとづくり委員会『大伴家持と越中万葉の世界』（昭和 61年 雄山閣） 

・高岡市万葉歴史館編『ふるさとの万葉 越中』（平成 2年 桂書房） 

・中葉博文 「平成 9年度：学習講座『古代をまなぶ』 第 1回目担当 資料」（平成 9年 高岡市万葉歴史館） 

・中葉博文 『北陸地名伝承の研究』「『万葉集』にみる二上山雑考」 （平成 10年 五月書房） 

・高岡市万葉歴史館編『越中万葉百科』（平成 19年 笠間書院） 

・中葉博文「平成 27 年度高岡地区教養講座 古代射水郡（こほり）に属する地名 資料」(平成 27 年県民カレッジ高岡

地区センター) 

・『富山県の地名』（日本歴史地名体系第十六巻）（平成 6年 平凡社） 

・『角川日本地名大辞典 16富山県』（昭和 54年 角川書店） 

※ 「万葉歌」は、小学館の『日本古典文学全集』の『萬葉集』（三）～（四）による。 

 



 
 

1 講座趣旨 

 

 

 

 

 

 

２ 後   援  砺波散村地域研究所 

 

３ 会   場  となみ散居村ミュージアム情報館・研修室 

 

４ 講師紹介 

昭和３２年 氷見市に生まれ 

金沢経済大学経済学部経済学科（日本経済史専攻）卒業 

奈良大学文学部史学科（古代史・地名伝承学専攻）卒業 

 

昭和５８年 富山県立高等学校教諭（社会科）として採用。 

高岡商業高校を皮切りに、県立高校で教鞭を執り、となみ野高校教頭 兼 

富山県民生涯学習カレッジ砺波地区センター副所長を最後に退職。 

その間、高岡市万葉歴史館、富山県「立山博物館」等の博物館に出向し、 

県内の歴史、地名伝承について研究を深める。 

退職後は再任用教諭として、また現在は高校非常勤講師として教壇に立つ。 

 

専門分野 地名研究 

所   属 日本地名研究所理事、日本民俗学会会員、 

日本温泉地域学会会員、西郊民俗談話会会員。 

 

５ お知らせ  （１） 受講は事前申し込み制とします。 

（２） 受講料５００円の講座では、お一人、年間通算２，０００円を上限と 

します（つまり、このような講座は５回目以降の受講は無料となります。）。 

なお、見学会等の参加料は別枠とし、その都度、参加料をお知らせします。 

 

６ 次回以降の講座計画 （１０月まで。日程・内容は変更する場合があります。） 

期 日 テ  ―  マ（○は受け付け中） 

７月１９日(土） 
〇 民俗学「民具を活用した回想法について」 

氷見市立博物館長 小谷 超 氏 

８月 ９日(土） 
〇 考古学「考古学が立証する砺波平野の地震歴」 

県文振財団 埋蔵文化財調査課副主幹 越前 慎子 氏 

９月２０日(土) 
歴史学「農業土木が支えた砺波平野の開拓史」 

砺波郷土資料館学芸員 清水 麻美 氏 

９月２７日(土) ※庭木剪定講習会（一般向け） 

１０月１１日（土） 
古典学「万葉集から読み取る 大伴家持のとなみ野」 

高岡市万葉歴史館 図書情報課長 関 隆司 氏 

                       ※は、受講料は 1,０００円となります。 

 

砺波平野の散居村および周辺における歴史、文化、地域社会の現状

などに関する学びを通し、地域理解を深めるとともに、全国に誇りうる

散居村の魅力を発信し、ついては、望ましい形の景観保全と活性化に

つなげる。 


